
凪、鶏乙な倒斜にあける筑コワシゾウム首里茶  
加がコワシシ＼ゥムの尊慮染に窟寸する  

効果について  ■ 永 野 ・積  一  

項 ？  笑  

まえがき   

鳴ゴワシジワム在が鱒滴のうぢで叔感ヒして宣費であることば濁姦の盈一．牽  

がこれを間乗に閻牒っているβ コフシシワム産に許するサル7ァ軒腑卜 くゎ  

功罪があり、奇観蛙を帝つ心のへと淡藻土れてきたが、、一万こ札らの魂品に  

叶する軌吐を示す棟も現わ札て凍たァまた坑コアシゾウム剤として常用され  

てきたナイフラジン、フラゾ、リド、ン卑ぼ及与中止後の礎痛が甲愚lこなってU  

る。参政のコアシソヮム予疹オ策kして甘韓永コクシジウム在に温く羅喪し  

ても埼鉢に悪影響がなく、且 充各点充電娃を与えることが望ましし－。成コ  

クシジ＼ゥム刹の鞍与により発症を瑚えながら喝主に見積ノ虹（抵抗吐）をヰえ  

得ることが∠、3の鞄針二も閉らかにされてし－るが、筆者卑は．ゾ㌧レン．ア  

ン70ロリュウムの武、衷㈲友子材剤を攻上軒て、乗藩なの領一科中1こ間置－これら  

を源押し，こ軋卑切払左に アイメリア、テネラを人工軒仁払口感衆させて  

隆常に耐逢さ也、更に哉与干上頗ヒ再藤森な行い、この斉藤衆ヒオす局免考  

慮変額重した。  

ノ、試験方法   

ノーJ共或、ひ、な  

匂邑レア1、木一ン奄、工一ム入、インクロス承功新生か昏・（昭和39年佃  

戸＝ワ日発生）う∂ク弔変餌付・し、■ ヱ週今りよ∫∂羽を∫∂羽づ、っ・ウ、、－   

レン区、アン7㍗ロリュウム区、慮衆耗蹄柑駄ヱ区、対照区 の∫区に介   

lナたゎ  

2）凍試飼料品、よが溶剤額与   

酵イヒ後3頭ゃま∈・は日乾物椎田，）又頗ば7、、甘イラー用酪合飼料（いす、   

れミしコ7シジワム東予砂利を㊨ます、）を用い危。また或廉区（ゾ」しン   

区、アン7。ロリュウム区）lこlま、これら¢飼料にヱク日々上り ∋∫日や   

までの2週間、ゾーしン、アンアロリュワム、をそ礼やれク．♂クク∫％   

混入して感卜与Lた。  

（／J／）   



3ト匪試舜女磯舟ょか、感衆方清   

和廣殊はユノ召々ドアイメリア、＝チ斉ラ（サルファ剤科せ株）の努   

生オーチストヨ万∫千嘱を療養中に縫口達へし．寅感栄一さ女え日々lこ   

オーイストノ′めノ如圏乏珂棟注入した。  

〟〕飼育方凄   

切鞋南斉藤オブルーブーで2週間賂題L、中む、な同産温ブ）レーダー   

で∫遁や吉で、士らにヤ藩オナーゾ同車啓愚に移動した。不断終年ぬ  

水ヒし・奏こし卑日野き、児珂を牽けて嘗めて余楓をミしって賓樵を待っ  
た．  

㌻）実験計画 ′＼  
♂．クムク∫血糊同  

、い▲  ・●、  
・・・．ヤし，＝、   

夢／辟にはゾーしシ（β．ク∂7∫％）を漆相した飼料区、葬z欝ドは■7シフ¢  

ロリウムり∂？7チ■％）鱒如倒 

知南東与し、卑ヨ区，．．額鎮区、葬∫区娃．＝ま㌧㌻たく廉刺せ添加せす・・  

■舞う邑床舞ノ固葬云 
， 

舜／可麻糸は免複蛙（腰桶ノ吐〕を吋与する許的のため才子い、、／t」し  

ン、アンアロリュワムを顎与した弊／区、舜ヱ匠七村無感染区あ≠区  

に井産れ一子ストをノ刊彗リ5オ∫干場違確噴泉ヒ法人い王森高寧  

慮浄良木冷め田村である卯年埠勿㍍冬め夜寒き試すため、諌割切添加  
頼ヰ劾終7稗ノ華甲日：（タス日々）に同じく、 テネラ葬生オーナミ十  

を／珂当リ ノ？万偲を・ゾーレン軋 アンプ。ロリュウム区、帝ノ‘珂歎  

（／1阜z）   



添和感辣区の為供賦肇み古lこ芭硬経．口達入した。  

2，効釆の判見方凍   

／1林泉の滑ユ夏  

冬区ともそれや九碑体ごとに賓準番号を叶し．昏頭金珂教ゑ々体重  

を冴探し、個体別の増味蕾について息甥今ごとに最少璃儀漫頻発（⊥、   

5・D・）選とj扱妙 法によリ ゾーレン区、アンプ叩リュヤム区、  

5っの舟野鼠かそれゼ札のえつの区間の有責整骨武宮した。また 頚  

照の靭帯黎畳も研一愛■した。  

ヱ）斬泄イ更の蔵敷   

チネラ、葬瞳オーチストを頼与礫毎日救国観帝L．姉泄戒憩をここ」肉  

痩梗・平瀬硬の多・火 車ヰの渡血、血液中の費風穆姫嬢の剰椎や雫   
誘き観象享、とに模写す召と共に下絶島準により．各爽攻碑ごヒt÷記飲七   
た。  

j政液ノ電を舞わしめるこbの  

血液少数  什  

水露コ虹偲多攻  ¶  

血便中老責  

水城血便盤あて多額  

3）オーナスlの凍づ膣   

慮凍∫日日（ユ㌻日々）以攻各月如を辟ごとに集め、潔く渾名し  

てその／㌢机酎／ク脅αの水空相えて乳諌内で横葬溶解せしめワ∂メ・二法   

のステンレス渡適錦で濾濁レてその濾凍♂、／礼且 をプランクトン計算  

像を用いて X′∂∂で侃検し、0、粕．（′計中のオーチストの教）壷   

測定した。、   

オーチス、．†．が少教の堵各点、珂LL頼柁を5閂衣壊し、モの平抑鼓せ   

とった。．  

卒）堤死匿お、よか各区の感銘零帝剖検塵  

聖歌ヰ堤威したルの度合革帯剖Lて病変をノ検査し、ヌ各区上り種皮  

無作動二殖壁して痛嘆群青碑粒痕軌こ卑塵せる 
． 

えト教みよかヤの病変程度を検泰した。  

∴♪、ヾ、   



β、乳酸繕環   

ノ）本垂測定  

額、高検用姪に、工一ムスインクロス盤を席濁したのは檻の帰休蒙が国産   

碓．に比してゾ、左く均一鹿を痴するためである。  

夢ノ同感決は酎躾ヨ遁命で行ない．燕刺殺・与枯ヱ∂～3∫日々間で  

、∴・ご、  

∫園今までの虞首班寵底葬ノ泉の頚りである。  

辞ノ歳 如意来館顔の鹿草薮叱尽か飼料覇頂  

ノう＼化 丁昏l  
＿＿＿＿ ＿  

∴＿      1  

ノヱよ〃土／人∂  

2ウムβ土叫9ぎさタ頁7士∫玖9  
／9／、g士23．ク  

三竺⊥⊥】  ∠古、＃  ／′ク、9  

二F二二千 －＿＿∴▼▼▼▼⊥▼＿＿＿  一■－ 【 ■†－－－ ＿】＋  

～久ノ±之アi∠戸ぞ士夫占  ヱ9フ∫土郎、D  

∴●．∴－■∴  
ヱク∠、弁士3′ク  

3ヱ、ヱ  P∠．3 室 ／＿2β．ワ  

仁二工二二j  
ヱ＆ク土之．P  ′9ムヨ士／ダク  クぺク土よ9 ぎ ′ヱ〃．／士／q／  

占ヌ占士久g  ヱPム蚕±コA〟   ダわよ／士少、ク  

／′′、7  

ブ∠ム7  

テク．∫ 童  ％．ぐ   

タ／，．グ  

72.P 

ケまj土‘、占  

さ占ノ  

／コア∫土ノ人士  

璃、∂  

即け士フ．ナ  ヱク‘，験士／ク、β  

ワ7．ブ  

ヨクエ／士コワ、／  

9メ、∫  

∋50、‘ウニ  

媚ユ士タフ、∂   

ノ／よ／  

ヲ♂ク、7  

ブj／ こ   

偏差  

（5）週間飼料腰取せ（計〉  
仲）餅陣頭凍、率（（3）／r2））  

ヽ、→シヽ  



風塵凍は∠過㊨で昇ノ回患殊ビ同ビオ漬でオーチストを法人し、諷藤凍   

礫の体重硬化ち■よか、1珂料萄取成穿ユ表巧蜂りである。   

初藤森碑林普を基準とし諒恕乳酪各組や捧嘗との差、すなわち各個体の   

将体重については、醇3表、渾〟ノ轟の布す滑りである。   

葬ヱ表 再破顔のノ体草薮殖艮が飼料榛東  
ケア  5‾∠  

＿乙 ノ  

誓  
ト．、、．∴．  、・． ▼▼ ▼▼▼＿＿ ．∴  

、、▲二二空こ三  ク  l  ノ♯  

∫  士”jぎワァノブ±甜  
⊃
J
 
 

〃
‥
 
 

コ
 
 

提）ぎ  ／ノiフ ≦  ／／∠、倉  ノ如．〃  ′＃∂．ぎ  

ヱ禦 （妙び区）軋二竺⊥」」．＿∵＿＿三竺ヱ  
阜占ji  ヲニア0 至  言．gク  

声～fフ士ク了／  ∫ソク∫士∫宏ク  占言責♂士クヱク  ケア尻≠±診ダゼ   

、    芝ヒ芸土  
ノ∫7・7 …  ／ユ占・ク 1  

、  

＿一＿＿ 望三∠」  
・ ・ご 
、い‥   、、．  

■一′  享狩ア士／∂酵   ∂〟、ウ±  必49土∠9．ク  

妻  肛  
t   

l    L  
（  

i／′）  よヱ『3士∫昔，ユ  Aチア3土クよ9  ククク．㌢土／ノノク   
T  ‖ 壬佃感殊纏区）  仁2） 「了†  チアヲ ヲク4／  ．／み・エ j ノヨ＝   臼 ‡ ノ     〃∫ク‘  F莞     仏）  3パPコ  l  j．裏               蛸、β  

．ヱ占．ク   ′ヨデ√ ′  

威栄オ照  ／3）  〃錦ユ  きクコ．ク  率7蓉・き   
J   

／ヱク・ア   

〉  
（3）   タ／∂、♂  

ノくクク  
（非感染対層虻）   iわ）  ／／P．∫    一」  ‖                  ≡（卑 、、区）  件）  【   ヱ4ユ  ‖j；盲‾㌻‾†■■‘■■‾‾，‾【W■，‖▼川▼■      j4ク       〔／）  ∫如〉．9士〟‘．D  ∠占尻㌻十∫ク∂  ㌘／∋，占±∠∠．ヱ  ．ぞ空三  ∈ 了  i  】p）   i’一▼－‘■／コユク    ノ4〈∋．∫‾            ∠  

′ユ占．片  

d′え享 ；  

雲デア；  

ー
！
「
‡
∃
 
 

／∫ウ・ヱ  

枕ふっ   
－‘－‘・・－‾■山一‾■  

り）平均体重（含）±原盤腐糞  

r2）清岡体雷措雨量（平均）像）  

（う）週間儲科額詔、登（伊）  

（射 飼料費戎率（ロ）／（ユ））  

レ定・∫）  





療．  二・ ・－－■ 
義言こ；這㌻う；㌻  

し＿撃メ手堅堅」空旦竺  
L、5．工）  

ノY一 日／  

／Y一之／  

／Y－A／  

占j．／F ヱヱ．ノ   

ファ区間にlゴ帝常置塩見lらj・L  

ない。  

gク・クトな．し  

予‘巨（声 
〓
リ
■
h
 
 
 

ノ
▼
．
 
 

や
 
 

ノA －β／臣  占／よ   

、．ぐ  

ヱキノ   

ノ貿 ∂   ▲／月一 之ノ【  プククi‘な  し  

＿里⊥」＿ゴミJ⊥◆－＿竺ぞ⊥そ一．．．．．三⊥  ノZ 一 点り  

5凋や～7滑  秀  深  

戸＝／ワ．／  

ヱ／日日で初感轟庭β区と  

L準埜蔓 ▼＿  
柏－Y／Lノ明年弓・封．P  ＃／萱 あ り  

夕占 ≧   ヶ  

ゾ‾レン、アン70邑】才気々  

－■；七∫lノ⊃で簑があ1たこ、p  
あ り享対照堅ヒは温が怒ふ’った。  

ご÷，、丁  ノす－ Z／   

／合 一A／… ノミコ  

，’1  
し‡  
【、肝 ‾‡   

な  タヱロ再で初藤津のY区と  

アン7ウ、ゾ、㌦しン区ヒの圃  

にこし産があ「▲鰹・こ  

／A－ 占／巨 ヲ9．ク  

ノZ － β／を ブ久  
、－、  

」二’  ▲1聖二そノ軋＿．アニヱ，1  
や 

．】．二  

用＝ 

舛Z ∃ 舞 り  

石戸 弓 磨 り  ノ’・  

斉  藤  ： 、・・‥・・ ・‾‥、 ‥  

如．7ト  ∫1iあリ  Yり／♂久ヲ  戸芦少ク．ヱ  

繁藤確．額希仰の打区と  

ゾ■－レン．一アンチ区簡に江  

差か－をかった。  

ただ■．驚釆加ノ壁上＋二之匡  

風砕区ゼ区とゾーレン澤と  

め圃】三豊がl舌く、アンア区  

との間ヒ差があった＞  

／キーβノ  

／伊－Z／  

ノA－Y／  

√7 ケ  

ね三瀬 し  

∫墾プ！あ  り  

クき．′ ブ∠．フ  

コク7 ま2．／  

／P宏占 て ヲぺ率  

クヨ．㌢ ∃．封．グ   

●、 ■      一 、  

ヰ／八一一鼻／  

▲／月 －Z／  

ノバ一す／  

ノZ－Y／  

∫り＃亨  ′′  

よ之、∂‡■左． し 攣  

●‾  

ダク．コ；＝軸‘ゲ  

・・・・・  ヾ∴、一   

言ゲよ  ヲ計ヱ  

増ノ捧呈 ⊥、S、か  

】   l／  

1_ 

ナ朝3iあ   

ザ／Z7F 白／ ■で■  

ノB r＼「／  

5頭玲～？遇命  

ケ7ク ㌻く′摘出項   

∠∂．ゲ＿托 し  

5。椒柄  乃  県   

Fニ／7．／  

熱感兼対歎匹．倉区．ゾ、－しン  

／a－Y／  

ノ啓一白ノ  

／今、－Zノ  

∠¢lあ リ  

ケ′； ′／  

璃叉】な し  ン7ウ区剛二練磨がなかっヨ  

。魚添加之軋 適確区－】 懲7穴」∠ゝ   

’  
ア≡  

禦 
＿【，．＿．【＿＿＿   

：、、l？  

ごユゝ■▲   ナ．ふ  



彦ク．∫  ⊥、∫、か、 〃／．、ヲ  一′ノ  蒸着蒙  5  者      あ 」  昏脛ヒソい－ たく、アン  ？j．㌢  ヰ∠．コ  クj．フ  ゲ  仏／  墓Jノ占 タ′3  βヱ．∂  な し  出ている。  d∫、2   ふ㌻j  あり  
示よ／  ゲメ，ヱ 揮∂   7j．β   

7ノ、ア  

し  

一ノー・・、●・∴  

ノバ  Y／  区ヒは藍が  －レン   

ギ／A  β／  7∂巴ヒには菱が   

▲′明  Z／   

ノZ ＼「ノ  

沐ソZ Bノ  

／β  Y／  

この錯穿かう魚過食とも、、ノ、、一レン区、アンアロリュウム区、灸涜オ照  

区（勅慮辣オ照区）の3区何には布置叢は在いク   

凍確のj冤泉  

ユノ日やの軌こ昇産オーチスト3才ざ千伸せ経口項与Lてから寄日・観衆  

をっづ、けたところ、初藤森対照区は帯∫衷の／に斥すごとく感染斗円から  

り日蓬寿明な出血を諌めたが、蕗剖救与」弊】こあ、いて吐、ゾーレン区にあ、い  

て磨耗承7】∃引こ喚く塵虜の出血を確あたのみで、そのほかはゾ、－しン区  

アン7つロリュウA区共に出血は経めら札太かった。再藤洗顔の各区の輿便  

は乗剤哉与区で1ま7ン7シロリュワム区が撞かに坦血点が多か。た．  

オーチス†の朝泄   

初感狭軌二おけるオーチスト？鍵盤状況妊痺∫衷のヱヒ示すごとく、ソ、’   

一レンぽとアンアロリュウム区で妊初盛栄舟辟区に比して．ヤの淋波は鹿  

励て少なく、痺ノ葬（ゾ」レン区）にあっては初感凍礫♂甘からヱ日間．  

葬ヱ群（アンチロリ ュウム区）にあってlま9日日に耕泄を親あためみであ  

るが．細痘栄オ将区では感衆占日月からり日間にいたるめ多敏のオーチス  

トの一俳ラせを認め、特に7日．g日・アロのク、P、倉、値は覇かった。   

尋感束後にあ、けるオーチスtの僻動ば況政策占表に示すごとく笥ノ解くゾ   

ーし・ン区）、弊ヱ．群（アンプつロリュウム区）のいす・れも酵阜プ酵（各感決村  

照区〕に止して極めて少数であ畠が、帯／酔いノ、、一しン区）では屈確竣♀   

日計から∫日野．葬之辟（アンアロリ ユウム区）では7El可から占可圃に  

わたり・そのq粕慮の最高ば机鮮（卑崩壊対簡区）ム0、だ午の鯛に  
比して弊ノ辟（ゾーしン区）法㌻0みのノ、弊ヱ辟〈アン71了リコウム  

区）妖言∂命の／零度であった。涛3韓（新藤衆オ兼区）のオーチスト紘  

一泄は棒めて少奄く、感染後P日司に僅かに諏めためみであった。好餌群（卑  
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届森村礪区）では慮究佼る可司から？日間にわたり多数の割渡を硯あ．埼  

に7、∂可冒の 0、只㌫慮療帝かった。  

一哉〉拭簿およ♂紫苑毅   

夢ノ言草（ノーレン区） 雰ヱ辟（7シフ。ロリュサム区〕 爵う穿く和魂  

淡オ畢区〕でぼ再感衆による一哉状態の割こはう確めちれ薇カ＼ったが、俸友  

鮮（昂感染対軍区〕では∫ク謂中／〆珂が乾死し、博ヒんど金ての鑑功一  

三吸状領ば喪ノヒした。   
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考 承 £、よ み＼絶 鞠  

一喝野外）状態で法コクンゾゥん森虫は衣碩感濁する七とによリ、荷主lこ死  

戴姓（蝮耽姓）を残額せしめるミしのと凍えられるが、とれ’以前の隕褒恥く粟し＼  

て．多大の猿害を与スる場谷が少点く太い。この破零を最少取lてとどめ居  

ために、コアレゾウム泰子防刺が梗用されるが・ヤのために冤寮蛙（埴．兢蛙）  

の凍稗が不艮であ．るlヒ配さしある，及嘔顔＝二lま、予防ノ鮒を棟濁すること「二上り  

発麓ぞ御領lしつつ神威衆を軒過せしめ、以額の感浄土オする親風丘免硬化L  

（奉祝蛙）を承∠略させるニヒが望ましいク   

安着唇はゾーレン、およが、．7ン‘γロリ ュウムク，クク7∫％浦和一騎札を用い  

て初盛栄を睦めて軽度に村塾せしめた艶の風塵殊にオする常夜吐（躯耗膣）  

り窺さそ比類した。これらの嬢帰した免喪蛙（恕端世1J・士初殖辣において  

∫ク羽中ヱノ、・軒の儀死を些し」草た藩季増加によ川ても■大きく減衰を冤た東  

我与鳴の残存轟ヒは鵡々艮打屯か「た林、、斉藤凍をほとんと磯宅を娼さすに  

村境するには定ネの観ヾを示すものであった。   

試験終了時す充わち醇化横占3日間の平努＝本喧から考えれ甘、金く■盛栄な  

しに縫濁するのが牽こしj翌懇村では由るが．羽状でば〔瀬野外飼胃に茶ては、  

点梁の足吟を東金に解除することば不可能であり、吹睾の繁として予防剤の  

華与による初虎狼申渡．免租性（塀耽′蛙〕の戒箔瞳准嘆さるべき方痍で一ある。   

本滅灘にみいて、ゾ＼一レン、アンプ1了リコウムの亀喪喧（東坑塵）轟牒持  

尽附す影響を比録す九は≠体重増加こついては、平均、麻雀増加貴ば、簸添加  

栗感凍区、ゾーレン区、アンアロりユウム区とも統計薙魔の結果、両者間に  

覇者差が貴く、斉藤乾酪の血席都泄では、ゾ、－しン区が商圏影響七只一貫、した  

心のと斉えられる。  

／′4友）   


